
表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。
金額、構成比などの数値は、個々の積み上げと合計額が一致しない場合があります。

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

賛
　
成

賛
　
成

令
和
6
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
9
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
2
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
3
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
６
年
度
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
と
し
た
高
等
学
校
入
学

時
の
学
用
品
購
入
費
の
給
付
や
、

通
学
定
期
券
の
購
入
補
助
な
ど
を

実
施
し
た
ほ
か
、
公
共
施
設
再
編

計
画
に
基
づ
い
た
複
合
施
設
の
建

設
事
業
を
進
め
る
な
ど
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で
将
来
を
見

据
え
た
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
も
の
と
評
価
す
る
。
歳
出
の

款
別
に
意
見
を
述
べ
る
。
民
生
費

で
は
、
も
み
の
木
園
の
建
て
替
え

工
事
に
着
工
し
た
ほ
か
、
幼
稚
園

教
諭
雇
用
費
用
の
一
部
補
助
事
業

を
実
施
し
た
。
通
園
児
の
障
が
い

特
性
に
応
じ
た
療
育
支
援
体
制
の

整
備
と
、
雇
用
環
境
の
改
善
策
を

今
後
も
継
続
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
衛
生
費
で
は
、
資
源
物
収
集

所
運
用
委
託
事
業
を
開
始
し
、
地

域
の
負
担
軽
減
と
し
て
大
変
有
効

な
手
段
と
評
価
す
る
。
商
工
費
で

は
、
新
商
品
開
発
の
伴
走
型
支
援

を
実
施
し
た
が
、
引
き
続
き
市
内

消
費
の
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

土
木
費
で
は
、
令
和
７
年
５
月
に

あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
が
開
園

し
た
。
施
設
の
さ
ら
な
る
発
展
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
交

通
環
境
の
整
備
に
も
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。
教
育
費
で
は
、
小
・

中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の
整
備

を
進
め
、
熱
中
症
対
策
や
災
害
時

避
難
所
の
質
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
小
・
中
学
校
給
食
費
の
半
額

補
助
事
業
の
継
続
を
評
価
す
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民
目

線
に
立
っ
た
施
策
の
実
施
を
要
望

し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
志
政
あ
や
せ
）

●
令
和
６
年
度
決
算
は
、
市
総
合

計
画
２
０
３
０
に
掲
げ
る
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
各
事
業
と
も
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
着
実
に
実
施
し

た
も
の
と
評
価
す
る
。
歳
出
に
関

し
、
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

意
見
を
述
べ
る
。「
育
て
る
」
で

は
、
子
ど
も
の
短
期
預
か
り
事
業

の
開
始
や
産
後
ケ
ア
事
業
が
拡
充

さ
れ
、
心
身
の
ケ
ア
が
必
要
な
保

護
者
に
対
す
る
、
子
ど
も
の
養
育

環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

す
る
。
不
登
校
で
悩
む
児
童
・
生

徒
の
支
援
で
は
、
市
内
全
小
・
中

学
校
へ
不
登
校
等
支
援
員
を
配
置

し
た
。
今
後
も
保
護
者
や
子
ど
も

た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、
継
続
し

た
支
援
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

「
稼
ぐ
」
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
得
た
事
業
者
や
市
民
の
声
を

生
か
し
た
中
心
市
街
地
振
興
策
の

推
進
と
、
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
用
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
隣
接
す
る
住
宅
地
の
生
活
環

境
へ
の
配
慮
を
十
分
検
討
す
る
よ

う
望
む
。「
支
え
る
」
で
は
、
災

害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
の
防
災

計
画
な
ど
の
改
定
や
策
定
が
行
わ

れ
た
。
今
後
も
着
実
な
計
画
整
備

を
要
望
す
る
。
公
共
施
設
再
編
計

画
に
よ
る
整
備
を
進
め
る
上
で
、

学
校
統
廃
合
の
検
討
は
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
学
校
の

適
正
な
規
模
、
配
置
を
検
討
す
る

反
　
対

反
　
対

●
令
和
６
年
度
決
算
の
財
政
状
況

は
、
県
内
で
も
極
め
て
健
全
で
あ

る
が
、
そ
の
財
政
余
力
を
市
民
生

活
の
支
援
に
十
分
生
か
せ
て
い
な

い
。
物
価
高
騰
や
格
差
拡
大
と
い

う
社
会
情
勢
の
中
、
地
方
自
治
体

に
は
積
極
的
な
財
政
出
動
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の

経
済
的
支
援
な
ど
、
市
民
が
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
求
め
て
い
る
施

策
を
充
実
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

道
の
駅
計
画
で
は
、
市
民
な
ど
に

明
確
な
説
明
が
さ
れ
な
い
ま
ま
方

針
転
換
さ
れ
た
。
民
主
的
な
議
会

制
の
下
に
決
定
さ
れ
た
当
初
予
算

を
軽
視
す
る
こ
の
姿
勢
は
、
極
め

て
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
１
億

円
以
上
の
税
金
を
投
じ
な
が
ら
、

成
果
を
残
さ
ず
立
ち
消
え
と
な

り
、
事
業
を
白
紙
に
す
る
理
由
と

今
後
の
方
針
を
市
民
に
示
す
説
明

責
任
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
計
画
を

放
棄
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
い
。
決
算
審
査
の
本
質

は
、
数
字
の
健
全
性
の
確
認
だ
け

で
な
く
、
市
民
生
活
の
向
上
に
資

す
る
市
政
運
営
で
あ
っ
た
か
を
問

う
こ
と
に
も
あ
る
。
道
の
駅
と
い

う
言
葉
に
期
待
し
た
市
民
へ
の
十

分
な
説
明
が
な
い
ま
ま
、
政
策
方

針
を
変
更
し
た
市
長
の
市
政
運
営

に
対
す
る
姿
勢
に
反
対
す
る
。
真

の
健
全
財
政
と
は
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
に
財
政
を
生
か

す
こ
と
で
あ
り
、
単
な
る
数
字
上

の
黒
字
や
負
債
削
減
で
は
な
い
。

政
策
の
停
滞
な
ど
に
よ
る
税
金
の

無
駄
遣
い
は
市
政
へ
の
信
頼
を
大

き
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
指
摘

し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

�

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
学
校
給
食
費
は
、
半
額
補
助
制

度
が
維
持
さ
れ
た
が
、
市
長
が
公

約
に
掲
げ
た
無
償
化
を
令
和
８
年

度
か
ら
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
、
今

後
も
有
料
化
せ
ず
、
市
民
が
い
つ

で
も
憩
え
る
公
園
と
し
て
管
理
、

運
営
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
得
た
市

民
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、

実
現
に
向
け
真
摯
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。
公
共
交
通
の
充
実
で

は
、
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実

証
実
験
に
踏
み
出
す
な
ど
意
欲
が

う
か
が
え
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
含
め
た
従
来
の
公
共
交
通

の
維
持
や
充
実
に
も
一
層
力
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
必
要
性

を
認
め
る
一
方
、
個
人
情
報
の
漏

え
い
や
、
国
家
に
よ
る
国
民
の
統

制
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
本
制
度
に
対
す
る
無
頓

着
な
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
求
め

る
。
受
益
者
負
担
は
、
本
来
公
共

施
設
の
利
用
料
は
無
料
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
声
に

耳
を
傾
け
る
よ
う
求
め
る
。
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
納
税
分
割
相
談

で
は
、
無
理
な
く
返
済
で
き
る
よ

う
適
切
な
対
応
を
求
め
る
。
厚
木

基
地
で
実
施
さ
れ
る
多
国
籍
軍
の

軍
事
訓
練
や
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
中

継
・
修
理
拠
点
と
し
て
の
利
用
に

反
対
す
る
と
と
も
に
、
不
平
等
な

日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
改
定

す
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と
を
求

め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

�

（
日
本
共
産
党
あ
や
せ
）

と
と
も
に
、
建
設
費
の
上
昇
を
踏

ま
え
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る

よ
う
期
待
す
る
。
課
題
解
決
や
成

長
に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
公
明
党
）

令和6年度決算状況（一般会計）

【市税】� 　１38億8,336万円
【民生費】
� １51億5,418万円

【教育費】　
� ３9億9,329万円

【総務費】
� 　49億2,247万円

【衛生費】
� 　27億1,060万円

【消防費】
� 　　１4億9,409万円

【土木費】　
� 27億7,685万円

【公債費】
� 　17億5,201万円

【その他】
� 　　７億8,365万円

【国・県支出金】� 　95億9,031万円

【地方交付税・地方消費税交付金・
　地方特例交付金など】 54億2,699万円

【市債】� １2億5,659万円

【国有提供施設等所在市町村
　助成交付金など】� 　１2億4,449万円

【地方譲与税】� 　　1億7,987万円

【繰入金】� 　　２億7,500万円

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

【財産収入・寄附金・ 繰入金・諸収入】
� １6億1,983万円

【繰越金】� 　１1億9,312万円

【分担金及び負担金】� 　１億7,755万円

【使用料及び手数料】�　 １億4,951万円

歳 入
349億9,662万円349億9,662万円 335億8,714万円335億8,714万円

歳 出

39.7%39.7%

27.4%27.4%

15.5%15.5%

3.6%3.6%
3.6%3.6%

4.6%4.6%
3.4%3.4%

0.4%0.4%0.5%0.5%

45.1%45.1%

14.7%14.7%

11.9%11.9%

8.3%8.3%

8.1%8.1%

5.2%5.2%
4.4%4.4%

0.5%0.5%
0.8%0.8%

2.3%2.3%

令和 7年（2025年）11月 第209号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 2）


